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１．概要 
 
本会は、「理工学に関する研究を振興するとともに、先端技術の向上を目指した大学と産業界

等との連携を図り、学術および技術開発の進展に寄与する」ことを目的に、 
①研究助成：若手研究者及び高校・高専教員を対象とした研究費の助成 
②大学技術移転：大学特許の発掘、権利化および普及（所謂ＴＬＯ）並びに産学連携 
③共同研究開発：東京工業大学および民間企業との共同研究 

の３事業を行っている。 
 
東京工業大学の国立大学法人化に伴い、②の大学技術移転事業のうち「大学特許の発掘、権

利化および普及」は、大学事業となった。本会は、これら大学事業を支援すると共に、業務

の一部を大学から受託する等、大学との密接な連携の下、産学連携事業を引き続き推進する。  
 
昨年度と同様、①研究助成部門、②大学技術移転部門、③共同研究開発部門および④事務局

の体制とし、その要員計画は、次の通りである。 
（内数：派遣・非常勤） 

 平成１６年度末見込み 平成１７年度計画 増 減 
担当役員 担当職 担当役員 担当職 担当役員 担当職 

研究助成 （兼） （兼） （兼） （兼） ０ ０ 
大学技術移転 ０ １９（14） １ １７（15） ＋１ －２(+1) 
共同研究開発 （兼）  ２ （兼） ３ ０ ＋１ 
事 務 局 １ ９（4） １ ９（4） ０ ０ 
合   計 １ ３０（18） ２ ２９（18） ＋１ －１(0) 

 
２．研究助成部門 
 
研究助成および教育研究助成の２分野で研究費の助成を行う。助成件数は、昨年度並とする。 
 
（１）研究助成分野 

全国理工系大学の大学院生等３０歳以下の若手研究者を対象として、優れた研究を行

っている者を奨励援助する。  
助成件数：３０件程度  助成金額：１件につき２０万円 

 
（２）教育研究助成 

全国の高等学校および工業高等専門学校教員を対象として、教育現場に置いて優れた

教育研究を行っている者を奨励援助する。 
助成件数：１０件程度  助成金額：１件につき２０万円 
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３．大学技術移転部門 
 
大学特許の権利化・普及（所謂ＴＬＯ）および産学連携の推進のために、以下の分野で事業

を行う。平成１７年度は、出願済特許の権利化・ライセンス並びにＴＬＯセミナーの充実等

ＴＬＯ会員サービスに特に注力する。 
また、大学の委託を受けて「大学発明の発掘・評価および権利化」および「産学共同研究の

コーディネート」のための人的支援およびライセンス業務行う。 
 
（１）特許の権利化および普及 

①平成１４年度に出願した特許を対象に、審査請求を行う。（１００件程度） 
②出願済特許およびノウハウのライセンス活動を行う。（目標：１０件） 
③大学の委託を受けて、「大学発明の発掘・評価および権利化」のための人的支援を行う。 

（発明の発掘・評価：４００件程度、権利化事務：３００件程度） 
また、大学の特許出願特許情報の提供等を通して企業に特許およびノウハウのライセ

ンス活動を行う。（目標：２０件） 
（２）技術相談・技術指導の実施 

①企業の抱える技術的課題に大学研究者が応えるために、技術相談（１回限り）および

技術指導（一定期間）を推進する。（技術相談：目標６０件、技術指導：目標３０件） 
（３）ＴＬＯセミナー等の開催 

ＴＬＯ会員サービスの一環として、ＴＬＯセミナー等を開催する。 
①先端技術に係る研究成果を紹介する「ＴＬＯセミナー」（１０回程度） 
②産学技術交流会「ＣＯＥサロン」（ロボット）（１０回程度） 
③ＴＬＯ会員交流会（１０回程度） 

（４）研究および調査の受託 
理工学に関する委託研究および調査を各種機関から受託する。 

①関東経済産業局：「即効型地域新生コンソーシアム研究開発事業」 
・ヘパリン代替用の新規糖鎖含有血液適合性材料の実用化開発 

②ＮＥＤＯ：「産業技術フェローシップ事業」 
・省エネルギー性に優れたギガヘルツ超高周波用電磁環境低減材料の実用化研究 

③ＮＥＤＯ：次世代ロボット実用化プロジェクト「プロトタイプ開発支援事業」 
・水陸両用ヘビ型ロボットの研究開発 

④その他新規公募に応募する。 
（５）各種団体等との連携 

①大田区、横浜市、川崎市等大学キャンバス周辺の技術力ある中小企業と大学との連携

を強め「先端技術とものづくり技術」との融合を図るために、技術セミナー・見学会

等を実施する。 
②発明協会、大田区、横浜市、川崎市および町田市等が主催する技術フェアおよびセミ

ナー等に出展し、また講師を派遣する。 
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４．共同研究開発部門 
 
（１）ＮＥＤＯ「大学発事業創出実用化研究開発事業（２／３助成）」継続分８件を実施する。 

①大規模クラスタ用セットアップ・管理ツールの実用化 

②精密固相合成法を基盤とする天然物の母骨格含有高機能性化合物ライブラリー構築法

の開発 

③次世代高安定除振台のための重要要素技術（圧力微分計）の開発 

④高機能光学素子金型用の新しい薄膜金属ガラスの創成と実用化 

⑤高耐熱・超薄型 GHz 電磁ノイズ吸収シートの創製と量産技術の確立 

⑥高純度重窒素を安価に製造するハイブリッド化学法の製造技術開発 

⑦ウエハレベルパッケージ技術による高周波 IC 用インダクタの開発 

⑧窒化物蛍光体の製造技術の開発 

 

（２）ＮＥＤＯ「大学発事業創出実用化研究開発事業」新規公募に応募する。 
 

以上 


